
「見よ、わたしは、選ばれた尊いかなめ石を、シオンに置く。これを信じる者は、決し 

  て失望することはない。」 

従って、この石は、信じているあなたがたには掛けがえのないものですが、信じない者た 

ちにとっては、 

「家を建てる者の捨てた石、これが隅の親石となった」 

のであり、また、 

「つまずきの石、妨げの岩」 

なのです。彼らは御言葉を信じないのでつまずくのですが、実は、そうなるように以前か

ら定められているのです。 

しかし、あなたがたは、選ばれた民、王の系統を引く祭司、聖なる国民、神のものとな

った民です。それは、あなたがたを暗闇の中から驚くべき光の中へと招き入れてくださっ

た方の力ある業を、あなたがたが広く伝えるためなのです。 

 

福音朗読  ヨハネによる福音書 14:1-12 

（そのとき、イエスは弟子たちに言われた。）「心を騒がせるな。神を信じなさい。そし 

て、わたしをも信じなさい。わたしの父の家には住む所がたくさんある。もしなければ、 

あなたがたのために場所を用意しに行くと言ったであろうか。行ってあなたがたのために 

場所を用意したら、戻って来て、あなたがたをわたしのもとに迎える。こうして、わたし 

のいる所に、あなたがたもいることになる。わたしがどこへ行くのか、その道をあなたが 

たは知っている。」トマスが言った。「主よ、どこへ行かれるのか、わたしたちには分かり 

ません。どうして、その道を知ることができるでしょうか。」イエスは言われた。「わたし 

は道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くこと 

ができない。あなたがたがわたしを知っているなら、わたしの父をも知ることになる。今 

から、あなたがたは父を知る。いや、既に父を見ている。」フィリポが「主よ、わたした 

ちに御父をお示しください。そうすれば満足できます」と言うと、イエスは言われた。 

「フィリポ、こんなに長い間一緒にいるのに、わたしが分かっていないのか。わたしを見 

た者は、父を見たのだ。なぜ、『わたしたちに御父をお示しください』と言うのか。わた 

しが父の内におり、父がわたしの内におられることを、信じないのか。わたしがあなたが 

たに言う言葉は、自分から話しているのではない。わたしの内におられる父が、その業を 

行っておられるのである。わたしが父の内におり、父がわたしの内におられると、わたし 

が言うのを信じなさい。もしそれを信じないなら、業そのものによって信じなさい。はっ 

きり言っておく。わたしを信じる者は、わたしが行う業を行い、また、もっと大きな業を 

行うようになる。わたしが父のもとへ行くからである。」 

 

共同祈願 「ともに歩むあたたかさのある教会」を願う祈り  

いつくしみ深い神よ、あなたは中国地方の福音宣教のために、 

キリストを信じる小さな民を聖霊によって導き、 

広島教区として発展させてくださいました。 

現代社会のさまざまな困難の中にあって、 

新たなチャレンジに取り組むわたしたちを顧みてください。 

あなたに信頼して希望のうちに祈り、 

どんなときにも喜びをもって福音をのべ伝え、 

愛の精神をもって人びとに奉仕することができるよう、 

聖霊の恵みでわたしたちの心をあたためてください。 

国籍や宗教や立場の違いを超えて協働し、 

ともに歩む「あたたかさのある教会」を築いていくことができますように。 

わたしたちの主イエス・キリストによって。アーメン。      


